
【
水
俣
病
被
害
者
市
民
が
提
訴
に
踏
み

切
っ
た
現
状
認
識
】

蓮
池  

水
俣
病
被
害
者
救
済
特
別
措
置

法
の
条
文
に
「
能
う
限
り
救
済
す
る
」

と
書
か
れ
、
被
害
者
救
済
の
対
象
に
さ

れ
る
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
昨
年

の
同
法
申
請
期
限
ま
で
の
提
出
者
に
対

し
、
多
数
の
方
々
へ
「
非
該
当
」
と
の

回
答
書
（
判
定
書
）
が
熊
本
県
か
ら
送

付
さ
れ
、
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
き
れ
な

い
方
々
が
、
裁
判
に
提
訴
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
害
の

救
済
を
求
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
私
は
、
地
域
や
生
ま
れ
た
年
限
で
区

切
っ
て
救
済
し
な
い
口
実
に
す
る
現
在

の
救
済
制
度
に
改
善
課
題
が
あ
る
と
痛

感
す
る
。
水
銀
被
曝
の
症
状
（
手
足
の

感
覚
障
害
や
カ
ラ
ス
曲
が
り
、
耳
鳴
り

等
々
）
を
有
し
て
い
る
市
民
の
方
々
の

救
済
に
向
け
て
、
天
草
市
と
し
て
万
全

を
期
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
最
近
の
報
道
で
は
、
熊
本
県
知
事
自

身
も
環
境
省
の
対
応
に
満
足
で
き
ず

「
水
俣
病
認
定
業
務
を
返
上
」
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

　
市
民
の
中
に
も
水
銀
被
曝
の
被
害
者

が
少
な
か
ら
ず
お
い
で
に
な
る
事
実
は

否
定
し
よ
う
が
な
い
。
天
草
市
政
と
し

て
そ
う
い
う
市
民
の
方
々
に
寄
り
添
い

共
に
救
済
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

市
長　

市
と
し
て
も
万
全
を
期
し
て
い

く
。
関
係
自
治
体
と
連
携
を
図
っ
て
い

く
。
県
と
一
体
に
取
り
組
む
所
存
。

【
健
康
調
査
の
実
施
を
強
く
求
め
る
】

蓮
池　
水
銀
条
約
（
呼
称
「
み
な
ま
た

条
約
」）
の
国
際
会
議
が
水
俣
で
開
か

れ
、
水
銀
被
曝
の
克
服
へ
の
国
際
的
な

使
命
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
繰
り
返
さ

な
い
こ
と
と
共
に
、
被
害
者
を
全
員
救

済
す
る
こ
と
も
、
関
係
自
治
体
と
し
て

最
大
限
に
考
慮
す
べ
き
。
国
県
へ
真
剣

に
健
康
調
査
の
要
請
を
。

市
長　

国
で
調
査
手
法
の
検
討
中
。

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
終
え
て
、

実
質
的
な
環
境
と
健
康
施
策
の
充
実
を

福
嶋　
く
ま
も
と
ア
ー
ト
ポ
リ
ス
事
業

は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。
ま
た
、

活
用
す
る
と
、
ど
う
い
う
利
点
が
あ
る

の
か
。

市
長　

昭
和
63
年
に
始
ま
り
、
今
年
で

26
年
目
。
国
内
外
に
お
い
て
高
い
評
価

を
得
て
い
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
や
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
専
門
的
見
地
か
ら
設
計
者

を
選
定
し
て
い
て
、
優
れ
た
建
物
の
設

計
が
期
待
で
き
る
。

福
嶋　
天
草
市
の
新
庁
舎
建
設
に
決
定

し
て
い
る
設
計
業
者
が
建
て
た
福
生
市

の
庁
舎
を
視
察
し
て
き
た
が
、
不
備
な

点
が
多
く
職
員
は
使
い
づ
ら
い
と
話
を

し
て
い
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
懲
り
す
ぎ
て

い
た
感
が
あ
る
が
、
シ
ン
プ
ル
で
使
い

勝
手
が
良
い
も
の
が
い
い
の
で
は
な
い

か
。
職
員
が
働
き
や
す
い
設
計
が
、
住

民
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。
職
員
の
声
は
聞
い
て
い
る
の

か
。

総
務
部  　

職
員
で
構
成
す
る
市
庁
舎

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織

し
、
４
つ
の
部
会
に
お
い
て
検
討
・
協

議
し
て
い
る
。
庁
舎
内
で
執
務
す
る
職

員
が
快
適
に
事
務
を
行
な
え
る
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

福
嶋　
現
在
決
定
し
て
い
る
設
計
者
に

対
し
て
、
模
型
で
示
さ
れ
た
案
に
こ
ち

ら
か
ら
多
く
の
変
更
依
頼
は
で
き
る
の

か
。
坂
の
広
場
や
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
ブ
ー
ス

や
、
地
区
振
興
会
の
販
売
ブ
ー
ス
を
な

く
し
て
、
地
上
の
駐
車
場
を
造
っ
た
ほ

う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
女
性
は
広

い
ス
ペ
ー
ス
の
地
上
の
駐
車
場
を
好

む
。
一
番
大
事
な
の
は
、
市
長
自
身
が

天
草
市
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か

で
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。

総
務
部　
　

今
、
色
々
な
人
の
話
を
聞

い
て
い
る
。
必
要
で
な
い
も
の
が
あ
れ

ば
、
設
計
者
に
話
を
し
て
い
く
。

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福嶋啓子
議員

蓮池良正
議員

蓮
池

蓮
池

中
村   

平
成
25
年
第
３
回
９
月
議
会
に

お
い
て
、
質
問
し
た
が
、
私
自
身
、
不

信
に
思
う
点
、
又
市
民
の
多
く
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
意
見
を
戴
き
、
こ
の
件
に
つ

い
て
再
度
質
問
を
行
っ
た
。

　
平
成
13
年
か
ら
今
日
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
、
13
年
９
月
17
日
、
事
業
者
と

天
草
町
で
緑
地
帯
の
必
要
が
あ
る
と
言

う
こ
と
で
１
，０
２
５
㎡
を
賃
貸
す
る

覚
書
契
約
書
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
14

年
に
は
、
従
業
員
駐
車
場
と
し
て
１
８

７
・
５
㎡
も
賃
貸
契
約
締
結
で
あ
り
、

そ
の
後
19
年
か
ら
国
民
宿
舎
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
事
で
検
討
委
員
会
が
５
回

開
催
さ
れ
、
議
会
に
も
、
地
元
説
明
会

に
お
い
て
も
売
却
す
る
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
建
物
（
国
民
宿
舎
）
を

含
ん
だ
土
地
を
売
却
す
べ
く
公
募
が
行

わ
れ
、
審
査
基
準
を
満
た
す
応
募
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
不
調
に
終
わ
っ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
建
物
を
含
む
土
地
部

分
が
公
募
さ
れ
た
一
方
、
隣
接
す
る
土

地
（
6
，3
0
0
㎡
）
に
つ
い
て
は
、

公
募
せ
ず
売
却
が
な
さ
れ
て
い
る
。
売

却
に
至
っ
て
は
公
募
が
前
提
と
考
え
る

が
、
隣
接
地
に
つ
い
て
議
会
や
地
元
に

説
明
が
な
い
ま
ま
、
な
ぜ
売
却
し
た
の

か
伺
い
た
い
。

総
合
政
策
部　

 

旧
天
草
町
と
隣
接
す

る
事
業
者
で
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
覚

書
に
基
づ
く
２
筆
の
緑
地
帯
と
、
貸
し

付
け
て
い
た
駐
車
場
部
分
に
つ
い
て
は

あ
ま
く
さ
荘
を
公
募
に
よ
り
売
却
す
る

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
公
と
民
の
関
係

に
な
る
こ
と
か
ら
公
募
と
は
別
に
売
却

し
た
。

中
村   

こ
う
い
う
公
募
な
し
で
売
却
し

た
６
，３
０
０
㎡
を
買
い
戻
し
て
頂
き
、

１
９
，０
０
０
㎡
を
新
し
い
気
持
ち
で

公
募
さ
れ
、
一
日
も
早
く
活
気
あ
る
下

田
温
泉
に
し
て
は
ど
う
か
。
私
は
提
案

し
た
い
。

市
長   

今
回
３
回
目
の
公
募
と
な
る

が
、
天
草
市
唯
一
の
下
田
温
泉
、
夕
日

八
景
の
サ
ン
セ

ッ
ト
ラ
イ
ン
と

観
光
資
源
が
優

れ
た
地
域
で
も

あ
り
、
相
乗
効

果
を
発
揮
し
、

観
光
振
興
に
つ

な
が
る
よ
う
取

り
組
む
考
え
で

あ
る
。

国
民
宿
舎
「
あ
ま
く
さ
荘
」
跡
地
に
つ
い
て

鎗
光   

平
成
24
年
度
の
図
書
館
と
図
書

室
の
利
用
状
況
は
。

教
育
部     

中
央
図
書
館
は
、
６
３
，

６
３
５
人
、
６
つ
の
図
書
室
は
９
，１

５
４
人
が
利
用
し
て
い
る
。

鎗
光  

各
図
書
室
の
あ
り
方
は
。

教
育
部　

  

土
日
の
開
室
は
、
原
則
と

し
て
解
放
し
て
い
な
い
。
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
課
題
も
あ
り
、
検
討
課
題
で
あ

る
。

鎗
光   

新
移
動
図
書
館
車
、
中
央
図
書

館
建
設
は
ど
う
か
。

教
育
部　

  

新
移
動
図
書
館
車
は
平
成

25
年
度
に
予
算
化
し
て
い
る
。
12
月
21

日
に
「
お
披
露
目
会
」
と
デ
ザ
イ
ン
募

集
の
表
彰
式
を
予
定
し
て
い
る
。
中
央

図
書
館
建
設
は
公
共
施
設
及
び
配
置
計

画
で
検
討
し
て
い
る
。
建
設
時
期
は
平

成
29
年
度
以
降
と
考
え
て
い
る
。

鎗
光  

中
央
図
書
館
建
設
の
市
長
の
考

え
は
。

市
長  

前
向
き
に
検
討
す
る
。

【
防
災
無
線
整
備
に
つ
い
て
】

鎗
光   

平
時
や
自
主
防
災
訓
練
時
に
お

い
て
防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
な
い
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
戸
別
受
信
機
と
屋

外
拡
声
器
の
考
え
方
は
。

総
務
部　

 

戸
別
受
信
機
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
分
析
し
な
が
ら
整
備
方
針
を

検
討
す
る
。

【
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
】

鎗
光  

組
織
を
設
置
す
る
場
合
は
。

総
務
部　

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
直
接

出
向
き
説
明
す
る
。

鎗
光  

本
年
度
創
設
さ
れ
た
補
助
金
制

度
と
は
。

総
務
部 　

一
団
体
あ
た
り
５
万
円
を

上
限
と
し
て
交
付
す
る
。

鎗
光　
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
は
。

総
務
部　

 

市
独
自
の
育
成
は
実
施
し

て
い
な
い
。
来
月
に
リ
ー
ダ
ー
研
修
の

講
演
会
を
開
催
す
る
。
今
後
も
リ
ー
ダ

ー
育
成
に
は
力
を
入
れ
て
い
く
。

天
草
市
立
図
書
館
整
備
基
本
構
想
に
つ
い
て

防
災
計
画
に
つ
い
て

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

中
村

中
村

鎗光秀孝
議員

中村三千人
議員あまくさ荘跡地

福生市庁舎

中
央
図
書
館

新
移
動
図
書
館
車

豊かな海づくり大会のようす
ふ
っ
さ

あ
た

市
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

市
長

あまくさ市議会だより 13 あまくさ市議会だより 12

一 般 質 問

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

総
合
政
策
部
長

市
長


